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４月２６日（水）１０：００～１０：４０　第９回　検数労連１７春闘交渉


すべての地域から１７春闘中闘見解における批准・一任を受け、


検数労連１７春闘妥結を表明！








≪中闘見解に対する主な地域意見≫


１．日検協会・組合に対して（評価点）


①　基礎分母１ポイント前進。


②　初任給の改定。


③　全世代に亘る調整金の配分。


④　世代間是正を本交渉で出させたこと。


⑤　産別闘争で産別最賃による追認作業の周知による前進。


⑥　青年部を中心に地域共闘主催の行動に積極的に参加。


⑦　全職場での職場懇談会開催。





２．日検協会・組合に対して（不満点）


①　要求との関係では不満。


②　産別協定履行に向けた具体的前進回答がない。


③　賃上げについて港湾相場未到達。


④　昨年比マイナス回答。


⑤　生計費原則との関係では理解できない回答。


⑥　平均３，４７２円は世間相場、港湾相場から見ても取り残されており不満。


⑦　世代間調整額に統一性がなく根拠も曖昧で協会説明が不十分。





１．全日検・組合に対して（評価点）


①　全国平均で港湾相場への到達。


②　基礎分母２ポイント前進。


③　地域年齢手当（Ｆ地区）の改定。





１．全日検・組合に対して（不満点）


①　要求との関係では不満。


②　全体平均の算出方法に疑問が残る。


③　港湾産別に追随した回答に不満。


④　産別最賃の追認作業への遅れに不満。


⑤　追認確認の有無が不透明。































































































第９回　検数労連１７春闘交渉





　前回の交渉以降、各地域闘争委員会に『１７春闘における中闘見解』を発出し、意見を求めた結果、すべての地域より『批准または一任』との意見を受け、本日開催された第９回検数労連１７春闘交渉で妥結の態度表明を行いました。





　



































































































































【１７春闘妥結の態度表明にあたり】


　１７春闘の態度表明にあたり、４


月２５日１４時までに各地域労連（支部）の意見を集約し、全地域から批准または一任を受け、１７春闘要求全般については要求との関係では不満が残るものの現到達をもって『妥結』を表明する。





　～港湾春闘について～


港湾春闘は、大手船社の経営破綻、アライアンスの再編、邦船３社のコンテナ事業部門の経営統合などの影響により港湾運送事業者の撲滅、港湾労働者の雇用に大きな影響を及ぼすことが懸念されるもと























































































































での港湾春闘となった。全国港湾


は要求提出以降、法的圧力に屈することなく２回の２４時間ストライキ実施と４８時間ストライキを背景に全国一丸となり、たたかいを構築してきた結果『産別最低賃金制度』を日港協に求めさせたことは今後の産別最賃の議論をしていくうえで大きな前進面となった。しかし、


２回の実力行動の動きを加速させた日港協の責任は厳しく問われるべきであり、来春闘への教訓となったと言える。





～検数春闘について～


　検数春闘は、春闘情勢の共通認識に向けた『全国オルグ体制の強化』と『職場懇談会開催』を中心に行動

















































































































提起してきた。全国オルグについては、大半の地域で実施してきた。また、春闘期間中に開催するとした職場懇談会は、職場の繁忙等によりすべての地域での開催とはならず課題を残す結果となったが、労使の取り組みとして着実に職場の中に浸透してきているものと確信している。報告の中での全国的な共通点は『要員不足の解消』『人材育成の取り組み』や『長時間労働対策』を重点に議論したとの報告を受けた。その上で、現在の検数情勢を全体で理解していくことが安定した企業への近道であることを労使共通認識としてきた。





～春闘回答について～


　春闘回答全般については、全国から現回答に対する様々な厳しい意見や強い不満、不信感、憤り等が指摘された。両協会に対しては、分母変更は一定評価するが、要求額や生計費原則との関係では低額であり不満である。また、産別相場に追随した回答や産別最賃に対する追認確認

























































































地域闘争委員会の皆様


１７春闘闘争お疲れさまでした。





確認の不透明さが両協会の主体性のなさを露呈する結果となった。全日検に対しては、分母の２ポイント前進、地域年齢手当の改定に対して評価する意見が上がった。日検協会に対しては、分母１ポイント前進、初任給の改定は評価するとしたが、賃金引上げでは、港湾相場未到達となっている点や世代間是正に統一性がなく協会説明が極めて不十分であることが大きな不満として指摘された。





～今後対応について～


　今後、両協会ともに安定した賃金引上げの実施と産別協定履行（定年延長、完全週休２日制、時間外算定基礎分母）、長時間労働、指定事業体対策など原資を伴う喫緊の課題が山積しており、引き続き企業内で賃金問題や働き方などを協議検討する場において、課題の前進に向けた真摯な労使協議の実施を強く求める。とりわけ、全組合員が協会を取り巻く環境を正しく理解するためにも職場労使協議については、通年課題と位置づけて取り組むよう求める。
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